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は　じ　め　に

県博物館は、生涯教育の一翼を担う社会教育

機関として、開館以来14年目を迎え、年々充実

してまいりました。この間の県民の皆さま方の

ご協力や、関係の方々のご指導に対しまして、

厚く御礼申しあげます。

博物館の機能は、資料の収集・整理保存・調

査研究・教育普及活動でありますが、これらの

事業に対しましては、皆さま方の要望に応え、

その推進を図ってまいりました。

昭和63年度には、中部未来博が岐阜市を会場

に7月から9月にかけ開催され、盛会樫に終了

いたしました。当館もこの協賛事業として、中部

未来博88記念展「中山道一美濃十六宿」を開催

いたしました。春秋には恒例の特別展、冬には

資料紹介展、他に県博日曜講座を始め各種催し

物を開催してまいりました。

本年度の特別展は、春は「濃飛の古墳時代」、

夏は「ふるさとの野鳥」、秋は「移ろいゆく年中

行事」を開催する準備を進めています。諸事業

につきましても、さらに充実した内容とし、県

民の皆さまのご期待にそうよう、努めてまいり

たいと考えております。

ここに昭和63年度の活動記録をまとめた、岐

阜県博物館報第12号をお届けいたします。これ

までのご理解とご支援に心からお礼申しあげる

とともに、今後とも、ご指導ご鞭膣を賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。

平成元年4月1日

岐阜県博物館長　伊藤　秀幸
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を

公開し、併せて、教育普及活動を行うことによ

り、広く県民の学習の場となり、また文化財保

護の精神の滴養に役立て新しい教養と文化の発

展に寄与することを目的とする。

当博物館の基本的な性格と、資料収集・展示

構成及び事業運営についての基本的な方針は次

のとおりである。

〔概　要〕

1．基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の

収集、保管、展示、調査研究およびその活用を

はかる総合博物館とする。

学校教育・社会教育との密接な連携をはかり、

利用者が楽しく学習することができ、未来への

探究心と創造性を開発させるような生涯教育機

関とする。

県内の博物館および相当施設との連携をとり、

資料の交換、提供をはかり、本県の中央博物館

としての役割をはたす内容と設備を有する施設

とする。

資料の開発および保存活用について、専門的

な調査研究を推進する。

2．資料収集

県内の考古・歴史・民俗・美術工芸、自然等

に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが必要に応じ厳密

な考証にもとづく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等によって収集する。

3．展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それ

ぞれ人文、自然の二部門に分ける。総合展示は、

だれにも親しめるように平易な展示を心がげ、

本県の歴史の発展の概要と、自然環境の概要を

理解しやすく展示する。課題展示は、内容にお

いて、前者よりやや高度のものとする。

展示の方針は、（1）生涯教育の場として、幅広
い層に親しめる展示、（2）単なる資料の羅列では

なくストーリーのある展示、（3）総花的展示を避

け、各時代の特色やテーマの本質をとらえた展

示、（4）出来る限り実物資料を展示するが、さら

に図表、模型等多種類の資料も活用、（5）視聴覚

機器などを取り入れ観る人に強く訴える設備、

（6）明確でわかりやい解説、とする。

展示室の主題と内容は次のとおりである。
・人文総合展示（人文展示室1）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代から近代、現

代に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色

をわかりやすく展示する。
・自然総合展示（自然展示室1）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷土の自然の

あらましを生態的にわかりやすく展示する。
・人文課題展示（人文展示室2）

主題「郷土の美術工芸」－特色ある郷土の美術

工芸を部門別、時代別に展示する。

・自然課題展示（自然展示室2）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色ある自然

物や事象をテーマ別に系統的に展示する。
・特別展示（特別展示室）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示す

る。

4．事業運営

資料は、本県の歴史的発展の立場から価値の

あるもの、また県内の自然にかかわる価値のあ

るものを保全し、収集保有する。

常設展示は、県民の学習に役立たせるため、

展示構成の充実をはかる。

特別展示は、テーマの設定に配意し内容の充

実をはかる。

調査研究は、資料に関する専門的技術的な調

査研究と資料の展示、保存に関する研究を行う。

教育普及は、各種の催しものを通じて県民の

理解と関心を深め、生涯教育の場づくりをする。

併せて各種の啓発活動を推進する。
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〔沿　革〕

岐阜県博物館は、置県100年の記念事業の1つと

して、昭和51年5月5日にアカマツの自然林の中

に開館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示を自

然展示室1・2、人文展示室1・2、に分け、郷

土岐阜県を紹介した総合博物館である。

なお、年に数回の特別展も開催している。

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおりで　　昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

ある。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員会に

おいて、博物館の建設を決定

4月　教育委員会社会教育課に博物館準

備担当を配置

8－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会をつくる

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画できる

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県1専物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子同妃両殿下行啓

8月／特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「渡飛の甲胃」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

4月　特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

－4－

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習室ビデオスタディコーナー設置

10月　特別展「美濃の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室IIを改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさとの祭

り」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生きも

のたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室Iを改装

昭和63年4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博88記念展

「中山道一美濃十六宿」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破



〔施設・設備〕
1．博物館 

I館長室 

鷲　1階平面 
I 

i 

EV 

第6 崖顧研修室 ＼ノ講堂i 十．ヽづ／ 

拳鞋　－i　自然展示室2 

自然展示室1　諦　正面玄関 

休憩ラウンジ喫茶室 i 

I ピロティ－I 

、、、．・」 

第5 収 呈作　地階平面図 箪ii幸吉 石工収蔵庫 室 I ミ梁 

ぺヽ、ノ‾、 　　　rl 真室ノ二で＼－」、，／ スl 面壁！ 

力 演 

議籠庫 

研究作業桟 

空調電気機械室 

籠庫　　　Q 

事務局 

EV 

特別 収蔵図書 休憩ラ諺鷲2 

i　ホール 

人文展示室1 

タブ 

・主要室名及び面積

室　　　　名 冤ｩ���耗ｨ�｢�

1　階 俾����(��5x��麌�����583．8 

自　然展示　室　2 鼎s��C��

郷　土　学　習　室 涛X�CB�

講　　　　　　　　堂 ��sH�CR�

研　　　修　　　室 涛8�C"�

第　6　収　蔵　庫 ��C(�C��

2　階 ��ﾈ��[h��5x麌�����942．2 

人　文　展示　室　2 鼎s��C��

特　別　展　示　室 ���8�C"�

図　書　資　料　室 �����Cr�

視覚障害者コーナー 涛��Cr�

特　別　収　蔵　庫 ��C(�C��

地　階 ��h������������ﾌ��314．1 

第　2　収　蔵　庫 ��#h�C��

第　3　収　蔵　庫 ���(�C��

第　4　収　蔵　庫 涛��CB�

第　5　収　蔵　庫 鉄X�C��
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2．野外地殻
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（1）自然観寮のこみち

館内における　凋杜の自然〟の展示に対応し自然環境の中の生きた展示物として、季節とともに

移り変わる自然のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植物の案内、ツツジの群生地、百草園、

マンサクの林などが設けられている。

（2）旧徳山村民寮

徳山ダム建設計画にともない、徳山村は開村

となり藤橋村となったが、徳山の生活を後世に

語り継ぐため、当時徳山村戸入在住の宮Iii澄雄

さんから家屋の提供を受け、昭和62年10月7日、

移築復元を完了したもので、生活用具等も展示

し無料開放している。

（民家のあらまし）
・様　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　材　ブナ・トチ

・建面積120．97m2

・延面積197．48m2

・間取り　右図参照

6－

∴∵∴ ����������������h���/ﾉ4ﾉ-��[xﾋ�ﾖ"�

態田圃閏閏譲溺　饗 

巌諒 �������ﾍﾘ������������������D&��68,ﾙ���闔ｨvｨ�)+x爾��ｹz3��ﾈ�������*ﾘ�ﾈ�����

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋式、切り落とし窓つき

1語間取り囲

天井 

吹撮【吹撮 （犠）櫨 劍ﾘXﾘﾂ�

、義蓋の時に 血血レ／／ 剪�

結＼、相／ 劔 

†示／× 弓／ �+����ﾈ������i物入」二物遭 � 

日加腹囲 」＿＿－‾‾ 剪�

2時間取り図



II　平成元年度　組織・運営

〔組　　織〕

1．機　　構

2　職　　員

（分　　　掌）

考　　　古

歴　　　史

民　　　俗

美術・工芸

平成元年4月1日現在

職　　　　名 倩�������kﾂ�職　　　　　　名 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　長 ����:������ﾔｲ�〔学　芸　部〕 ��H���X��諟��&｢�

次長兼総務課長 �'ﾈ岑���2�Y�69�9Oﾂ�学　　　芸　　　部　　　長 

〔総　務　課〕 刮ﾛ長補佐（兼）人文係長 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

課長補佐（兼）総務係長 刮ﾛ　　　長　　　補　　　佐 儖h��ｭh��������

主　　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������学芸主事 II 教育主事 薄迄ｮ�������(��

主　　　事 　II 刎位��ﾙk��ｶy69k餔ﾂ�俑�,9y一��ﾚ�皐椹jB�

II 凭���m���m(��ｷb�課長補佐（兼）自然係長 俛���ﾏX���8��ﾔr�

技　　　　　　　　　師 凩�������ﾞﾈ��&｢�課　　　長　　　補　　　佐 �8��:����(�����

業務嘱託員 　II 伜(��ﾏｸ��u�(���II �(h��8x���������

石　井　敬　子 乂x������ﾇﾈ������皦������饕�後　藤　常　明 

II II II 倅���葺���������学　　芸　　嘱　　託　　員 �+y$ｩ�ﾈ��;���k��

土　田　みゆき �ｹ+y^(ﾛ(�佶8�ｨｻ8孜X�ｷ佛y+r�堀　部　　　満 

島　戸　由里子 乂x������ﾇﾈ������皦������饕�大　平　高　司 

II ��(��m����x�����学　　芸　　嘱　　託　　員 ��X���(�����爾�

II 仗���:���X������
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3．博物館協議会

当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、又は意見を述べる機関として、岐阜県博

物館条例（昭和51年）第2条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

◎…会長　　○…副会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成元年4月1日現在

氏　　　　名 偖ｨ��������������������現　　　　　　　　　職 

◎林　　　金　雄 丿Yk�ﾋH�9=��捧�ﾙ*ﾃ3x�ﾃ"�岐阜大学名誉教授 

○土　屋　　　斉 ��X･�8ﾗ)Oi*ﾃ��sr�㈱大垣共立銀行取締役会長 

坂　倉　又　吉 ��8x�9'ﾉT�*ﾃ#s32�千代菊㈱取締役社長 

清　勝　昭　人 弍)Xﾈ�8ﾞｸ�#�ド�ﾃ��岐阜新聞社㈱論説委員 

野　村　忠　夫 ���(�8岔,9*ﾉ8ﾈﾙ�Wｳ3B�岐阜大学教育学部教授 

福　井　豊　海 丿Yk�ﾋH�8,(,(+h*ｨｷS(�ﾃ�3��岐阜県高等学校長協会会長 

古　田　文　兵 儖ﾉEｨ��l韈9(iW�*ﾃ��ﾃ(�ﾃ3��岐阜県中学校長会会長 

佐　野　　　晃 弍)Xﾈ�8矩nﾉ��8�ﾃCCr�岐阜県小学校長会会長 

堀　　　　　保 ��ﾘ��ﾊ倡8ｮﾉ�ﾙ*ﾃx�ﾃ#"�岐阜県私立中学高等学校協会会長 

青　木　秀　英 冏ｹ�8ﾅ9���9*ﾈ岔�霪ｳ��C��ﾃ��岐阜県公民館連合会会長 

篠　田　　　薫 弍)Xﾈ�8矩nﾉ�ﾃ��ﾃ���かぐや第三幼稚園副園長 

当初予算額（単位　千円）

区分 仞iZｨ����������D�7��傴ｩ��c�D�7��昭和62年度 傴ｩ��c9D�7��平成元年度 

歳 入 僣���Z���ｭ���諄��w���{��祷�3S3��9，166 ��(�3S#��12，434 

諸　　　　収　　　　入 �300 �3�2�279 �#s��

合　　　　　　計 �9，830 祷�3Cs��12，807 ��(�3s�2�

歳 出 僣隰r�運　　営　　費 �3��3CS2�31，869 �3��3Cc��32，375 

理 物運 倡ｸ���ﾘ��ｬx��yﾘ��N��83，609 都��3#迭�80，125 都��33S��

首 僣饂渥仄hｶ8檠N��308 �3���308 �33R�

館費 佗b�114，370 �����3Cs"�111，893 �����3�c��

博 物 館 事 業 費 ��ﾘ���ﾘ��5x��麌��N��23，279 �#(�3#s��21，479 塗�3C���
徳山村文化遺産 保存事業費 ��H�3����18，078 ���0 

特　別　展　示　費 ����3����7，200 ����3����8，693 

資料収集管理費 ���3鼎��1，940 �(�3�cB�1，321 

教育普及活動費 �(�3C���2，400 �(�3C���2，677 

調　査　研　究　費 田���600 田���611 

計 鉄(�33���52，497 �3h�3SC2�19，712 

合　　　　　　計 �166，689 ��c8�3田��148，436 ��3��3ss"�

ー8－



〔事業計画〕

展示活動

事　　　業　　　名 弍ｨ������ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　　　　設　　　　　　展 ��l階自然展示室は郷土の自然、2階人文展示室は郷士のあゆみと美術工芸 
を展示。刀剣コーナーは4回展示替え。 

特　　　　別　　　　展 滴��#h�ﾃh�����浪飛の古墳文化の代表的遺産を一堂に集め、古墳時代の特色や当時の人々 
「濃飛の古墳時代一古代か 凾ﾌ生活文化の実相を紹介する。 

特　　別　　展 「 度���(�ﾃ����r�烏の生態やふるさと岐阜県の野鳥を紹介し、人と野鳥とのかかわりを考え 

ふるさとの野鳥」 特　別　　展 ����紿�ﾃ����#b�る。 四季の変化と暦・生業とのかかわりのなかで年々歳々うつろいゆ〈年中行 

「移ろいゆく年中行事」 剋魔�ﾐ介する。 

資　料　紹　介　展 「硯」 ��(���8�ﾃ���3��端渓を中心とした古硯約40両を紹介する。 

「ブナ林」 �(�����ﾃ8��3��ブナ林にみられる様々な植物について紹介する。 

移　　　　　　動　　　　　　局 度��#��ﾃx��3��白鳥町社会福祉センター　　　県内にみられる植物や動物を押し葉標本や 
8／2－8／11 佛8�9JｩJi�ﾘﾘy[h嶌5ｨ985��ｸ����¥ｩ�ｹUygｸ,X��櫁+x.��"�

事　業　名 弍ｨ����?｢�対　　　　象。∴上定員 剴焉@　　　　　　　　　容 

特別展講演会他 店�縒�般 II II II II ��美濃の前期古墳（シンポジウム） 　‾：大　　　　　　　　　　言氏 

5／21 劔�I{��驟倩��Y(h鯖�8ﾔｸ���Y+y�8��ｶ����Yox岑ﾕ���ｸﾆ(ｮﾘ,ﾈ鳬�9�Y$ｨ����Xｧx�ｻ8�(i�ｨﾕ���

7／30 劍-8.�+8,h,ﾉnﾉ+���?ｩgｹnﾉ+�,ﾈ檍ｯ)Xﾈﾊx迚YH駟k�ｼy+x���X忱Eijｸ���

10／15 劍�X鳧�h,h�Xｴy���h,ﾈ-ﾈ,(.�+(,h�ﾉD�(hﾗ8馼,ﾈﾕﾉ�(/�+8*�.��ﾂ�������ｯ)Xﾉ�Xｧx�ｻ8�嫌8ﾈｷiEh���

11／12 岐阜県の山の諸　元岐阜県歴史資料館長　角竹　弘氏 

県博日曜講I坐① 滴��3��小学生以上・一般 �3��スミレの観察 　　ゝた 

II② II（㊦ 塗�����x�纈�II 　般 剄z物のみカー、しらへ方 村芝居と農村舞台 

“∴∴∴lI 嶋��#��小学生以上・一般 剪ｹを知ろう 

II　（⑤ 祷��2�般 剿ｾ治時代の学校教育 

II⑥ 当：÷ 祷���r����繧�　II 小学生以上・－般 剩�Zの藩札 果実の話（実のなる木） 

II　　⑧ ��������　般 II 凾ｱどもと年中行事 

II　　⑨ 綿���B�剄b胃の歴史 

II　　⑮ �(�����　II 小学生以上・－般 刄uナ林の植物 

II　　⑪ �8�紕�H��#2�h�紕�剿�ｹを友に 

自　然観察　会 剌ｬ学生以上・一般 　II 剞�ｶ昆虫（津保IiIを探る） 

8／5・6 9／24 ��X�������抦ｧy�h決�8�X自L｢�白�30 30 30 佩Hｧ�,ﾈ齷�(/�+ﾘ+x�8,ｸ,H���ｩwH�}�,ﾉ:饂��Y��Z��｢��,冤(*ﾙ(��

10／29 剪�

親　子　教　室 店��2�親子 II II II II II II II II �3��3��やさもの1（はにかをつくる） 

5／28 劍6�985)*H.��俾兒ｨ,ﾉkﾉ��,ﾈ6�985(/�*H.��｢�

8／13 �30 30 30 30 30 ��

9／10 劍.(+8.�,ﾃ(��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.��8�9y��｢�

11／5 劔'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ6x987ｸ,�,xｭ��/�,(*ﾘ.��｢�������������'ﾈﾝxﾔ育I�靈I[iu倩��

12／3 版画（年賀状をつくる） 
12／10 劔�ｨ,8*ﾘ.���,(*ﾘ,�,Ivx+�.h*H�ｩ'ﾈﾝxﾔ育I�靈I[iu倩�������

12／17 2／4 �30 30 ���gｸ/�,h.ｸ*H�舒馮ｸ��ｵｨ�X靖���｢�

写　　生　　会 �(��#R�小学生以上・一般 ��館蔵資料を描く（甲宙、縄文土器、民具、動物はく製、昆虫、化 

石など） 
ふる　さ　と探訪 塗�����親子・一枝 II �3r�3r�「輪中を訪ねて」（片野記念館、船頭平、治水神社、三川公園、役 　　　　館跡） 

11／1 
「人と石のふれあい」 

（蛭川村歯石館・瑞浪鉱物（宝石）展示館など見学） 
民　俗　芸　能 店�紕�般 ��関孫六大鼓 

ス　タ　デ　ィ �(*佇�+(,h,�5x麒MH*b�凾ﾓるさとの岩石…変成岩（3・4月）百年公園の昆虫（5・6月） 
・コ　ー　ナ　ー ���?ﾈ��ｭ����(�������ｸ�｢�剞�ﾓの植物・ii津供用（7・8月）ふるさとの化石・・・古生代（9・10月） 

哺乳動物の骨格（11・12月）百年公園の常緑樹（1・2月） 

ふるさとの化石…新生代（3・4月） 

日　曜　映　写　会 滴��#h�ﾃh��������?ﾈ������ｭ��������"�凵u美濃の前方後円墳」（ビデオ） 

7／12－9／17　II 10／4－11／26　II 劍�X�H-8.�+8,h,ﾉnﾉ+��h��5�8�486��｢�

－9－



III　昭和63年度のあゆみ

〔職　　員〕

職　　　　　名 倩�������kﾂ�職　　　　　名 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　　　　長 �����ﾞ���y���ﾏR�〔学　芸　部〕 �+���ｸ����(��ﾎ��

次　　　　　　　　　　長 ��)68��dﾂ�oi�8�����学　　芸　　部　　長 

〔総　務　課〕 刮ﾛ長補佐（兼）人文係長 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

課　　　　　　　　　　　長 刳w芸主事 II 教輸（研修） 冖ﾈ�������8��ﾕ��

庶　　務　　係　　長 儖h��nﾈ��ﾋ8��ﾅｲ�儖h��ｭh��������

主　　　　　　　　　　任 伜(��ﾏｸ��ﾔ������薄迄ｮ�������(��

主　　　　　　　　　　事 刎���ﾊ����ﾘ��k��教　　育　　主　　事 俑���皐��楮��jB�

技　　　　　　　　　　師 凩�������ﾞﾈ��&｢�課長補佐（兼）自然係長 ��ﾘ��曰��W���&｢�

課長補佐（兼）管理係長 兀���68���8��Oﾂ�学芸主事（学芸員） 俛���ﾏX���8��ﾔr�

主　　　　　　　　　事 ����:���Y����2�学　　芸　　主　　事 �(h��8x������{R�

業務嘱託員 II II II（4－9月） II II II（11／21－3月） ��H��YH���H��Oﾂ�学芸主事（学芸員） ����:���躪����

山　口　誉里子 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��蹴�長谷川　道　明 

石　井　敬　子 仆8��支��X���ｷ���ﾅx��+r�馬　渕　　　隆 

佐　藤　育　栄 乂x����ﾇﾈ����皦����饕�大　平　高　司 

三浦佳子 土田みゆき 吉田育子 乂xﾇﾈ�ｩ�X蹴���白�大沢淳一 青木　修 

〔日誌抄〕

人事異動

退職　次　　長　　　　　　　西部　　廉　　　新任　業務嘱託員　　　　　　　三浦　佳子

業務嘱託員　　　　　　　青山　貴子　　　　　　　II　　　　　　　　　土田みゆき

II　　　　　　　　　古田　佳子　　　　　　　II　（11月21日）　吉田　育子

II　（9月30日）　佐藤　育栄　　　63年

転出　総務課長　　　　　　　海老澤吉郎　　　4・1「岐阜県博物館報」第11号発行

主任主査（兼）管理係長

主任学芸主事㈱人文係長

主　　査

学芸主事

II

転入　次　　長

総務課長

課長補佐（兼）管理係長

課長補佐（兼）人文係長

学芸主事

II

主　　事

－10－

吉原　敏彦

大前　匡昭

IIi端　　正

小川　和英

小森　廣光

沢田　　豊

柳瀬　　実

福田　正美

清水　廣美

中島　　情

大平　高司

鷲見　信明

II　「博物館だより」第35号発行

20　特別展示室ショーケース改修工事完

成

23　中国江西省文物展展覧代表団一行来

館

24　自然観察会「百年公園・早春の草花」

27　オブジェ三彩「珠光」（加藤卓男作）

披露

寄贈・岐阜南ライオンズクラブ

II　特別展「ふるさとの湿原」開場

（6月19日まで）

II　全国市区選挙管理委員会連合会東海



支部来館

4・29　日曜講座「濃飛の戦国武将」道三をと

りまく戦国の武将たち

5・1特別展講演会「湿原における生物相と

その自然保護」

3　親子教室「やぎものをつくろう」土器・

皿・つばなど

′I　中部未来博パビリオン山東竜の中国技

手来館

5　日曜講座「ふるさとの湿原」動物・昆

虫

8　民俗芸能実演「関孫六太鼓ほか」

10　岐阜県博物館協会通常総会

18　四館連絡会議

22　日曜講座「ふるさとの湿原」

23　スタディコーナー新設（1階階段下）

「県内の魚たち」

II　東海北陸自動車道建設促進同盟会一行

来館

29　親子教室「拓本をとろう」

∴∴∴∴．イ：rM■ ∴∴∴∴∴∴　－：∴∴∴ 

＼＼／ ：●∴ ������b����雜�Dhﾇ��

6・5　自然観察会「水生昆虫」津保川をさぐ

る

19　日曜講座「中世の民俗芸能（延年を中

心として）」

20　臨時休館「全館ガスくん蒸消毒」

（26日まで）

7・l　「博物館だより」第36号発行

10　日曜講座「渡飛の山岳信仰」

13　特別展「中山道一美濃十六宿」開場

（中部未来博88記念展・9月15日まで）

II　岐阜県博物館協議会

16　岐伯青年親善交流団一行来館

19　滋賀県日野町立中央公民館主催

「成人大学講座」「近江商人塾」開催

22　中国上海作家　白樺（バイ・ポア）氏

夫妻来館

23・24　自然観察会「蛭ヶ野湿原を中心とした

動物・植物」
竃鋤

＿＿＿＿＿＿燕露藩 

27　移動展「ふるさとの植物・動物たち」

（根尾村文化センター8月7日まで）

29　「走る県政バス」一行来館

II　美濃加茂市教育委員会主催

「夏休み子ども講座」開催

31記念展講演会「街道を支えた人々」

8・4　「走る県政バス」一行来館

6　自治省消防庁職員来館

10　移動展「ふるさとの植物・動物たち」

（真正町中央公民館　8月22日まで）

II　「走る県政バス」一行来館

14　親子教室「火おこし器をつくろう」

21親子教室「竹細工」笛・竹とんぼなど

28　日曜講座「参勤交代」中山道を往来し

た大名たち

31東京都文京区文化財調査員来館

9・2　岐阜県高等学校長協会専任理事会メン

バー来館

3　香川県議会瀬戸大橋架橋記念博等対策

特別委員会来館

11記念展講演会「中山道と美濃の文化」

15　日曜講座「美濃を中心とした河川交通

一11－



と産業」

18，ふるさと探訪「上麻生れき岩と飛水峡

などの見学」

23　自然観察会「秋に鳴く虫」

25　日曜講座「鉄の伝承（一ツ日小僧と両

面宿傭）」

30　熊本県博物館協議会委員来館

10・9　日曜講座「濃飛の仏像・仏画」

10　㈱千里文化財団一行来館

12　特別展「中生代の化石」開場

（11月27日まで）

18　「走る県政バス」一行来館

18・19　第13回東海三県博物館協会交流研修会

（海津町文化センターほか）

21入館者120万人目記念品贈呈

23　線豊かなまちづくりフェスタ

（百年公園広場）

II　日曜講座「化石を調べよう」シタ植物

化石・フズI）ナ化石など

態／…く �>YO�xｸﾉx���∴辛： ）／一高薫 

＼∴ ��������h���������h���ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ�ｨ耳����

寒畷艶聞醸※ 

看臆臆藍 ��������h����������������{8�������

∴∴∴ 攫薮嚢円転顔壷∴i膏額蟻 

26　博物館総合案内編集会議

（大阪市・日本生命財団）

30　特別展講演会「化石からみた岐阜県」

11・6　自然観察会「百年公園・秋の植物」

11建設省道路局・岐阜県道路建設課職員

来館

13　ふるさと探訪「古墳を訪ねて」野・願

成寺・大垣

20　特別展講演会「中生代の化石」

23　親子教室「ハンコ彫り」自分の名前の

ハンコを彫る

27　日曜講座「濃飛の中世仏教」

29　福井県議会予算特別委員来館

12・3　「博物館総合案内」用の撮影始める

（日本生命財団・12月8日まで）

12－

4　親子教室「凧づくり」

11親子教室「版画（年賀状をつくろう】

13　資料紹介展「民具一農具のうつりかお

り」　　　　　　　（1月29日まで）

18　親子教室「しめなれづくり」

25　笠松町中央公民館主催

「笠松親子ウインター特別教室」開催

1・7　昭和天皇崩御

8　「昭和」から「平成」元年スタート

10　新館蔵資料紹介「陸・海産の貝類」

（2階ロビー・4月9日まで）

15　日曜講座「民具の歴史」

25　松本市アルプス山岳館職員来館

26　全館消防訓練

2・11資料紹介展「人里の動物」

（3月31日まで）

12　日曜講座「犬山焼」歴史とその特徴

26　「写生会一博物館資料を描く」

曲聴聞艶聞顕繭 �� 剪�

（ 凵^／＼＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／3宮脇んか引接※ ∴　∴∴ 劔��

／＼／＼ 
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3・5　日曜講座「人里の動物（動物・昆虫）」

31「岐阜県博物館調査研究報告」第10号

発行

II　「旧徳山村地域動植物調査報告書」発

行



〔実施事業〕

本年度の展示活動で例年とやや異なっていたことは、夏の特別展が中部未来博の協賛事業となり、

中部未来博記念展として開催されたことである。他は例年とほぼ変わりない。特別展中の入館者数

はわずかに減少したものの、中部未来博と重なったことを考えればやむをえないだろう。教育普及

活動としては、写生会を新たに試み好評を博した。参加総人数は1，526人で例年より増加した。特別

展・記念展講演会の回数増と参加人数増の影響が大きい。今後も魅力的な企画を考えていきたい。

展示活動
事　　　　業　　　　名 弍ｨ������ｭB� �?ﾈｭ倆(��

常　　　　　設　　　　　畏 �� ����3����

特　　別　　展 滴��#x�ﾃh����� ��B����b�．609 ，706 工29 

7／13－9／15 ��

特　別　展 「中生代の化石 ��を紹介する。 

資料絃介展 民　具 ��(���8�����#�� ���3ンR�h��C迭�

人里の動物 �(�����ﾃ8��3�� 

移　　　　　　動　　　　　　彊 度��#x-c��縒� 估����700 ．308 

8／10－8／22 ��

事　業　名 ��剴焉@　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 伜����X��

嵩謹綱会 ��SX�貭�般 II �� 鼎B��#r��C���c2�����7／31 剪�

9／11 剪�

10／30 剪�

11／20 剪�

県博日曜講座（D 滴��#��散 I Il I l �� 唐����32���32�s��#R��"���c"��R��r�C2��b�

② 店�絣�� 

③ 店��#"�� 

④ 塗������ 

⑤ 度������ 

⑥ 嶋��#��� 

⑦ 祷���R�� 

⑧ 祷��#R�剴Sの伝承（・－、）日小僧と両面福脱） 

⑨ ����纈�� 

⑬ �����#2�� 

⑪ �����#r�剩Z燕の中世仏教 

⑫ �����R�� 

⑱ �(���"�� 

⑭ �8�絣�H��#B�� 

自　然観察会 � �3��3��S��3��3���3������r�#��S"�

6／5 7／23・24 ��X���������������

9／23 ��做�,冤(*ﾙ(��

11／6 ����

親　子　敬∴窒 店��2�親子 I I II ）〉 �3��C��C��C��C��C��C��C�� 鉄��B�3��#��3b�#��32�C��

5／29 剪�

8／14 剪�

8／21 剪�

11／23 剪�

12／4 剪�

12／11 剪�

12／18 剪�

写　　生　　会 �(��#b� �� ���b�

ふるさ　と探訪 祷�����親千・一般 �3r�3r� �#b�3"�

11／13 剪�

民俗芸能実演 店�繧�般 �� 冩�C���

（自然分野） ���?ﾈｭ倆)���ｸ�｢�� ��

日　曜映写会 滴��#x�ﾃh�����入　　館　　者 � 鉄�r�S���SR�

7／13－9／15 剪�

12／13－1／29 剪�

ー13－



〔常　設　展〕

（1）刀剣コーナー

当館では、人文展示室2に刀剣コーナーを設け、美濃の刀剣を中心に展示している。今期は、人文

展示室2を中部未来博記念展会場にあてたため、6月18日から9月25日まで人文展示室2の常設展

示はできなかった。したがって、例年は4回展示替えを行っているが、今期は3回とした。昭和63

度の年間展示資料は下記の通りである。

第　　1　　期 ��h����(����ｯ｢�第　　3　　期 

昭和63年5月2日 傴ｩ��c9D纔ﾈ�#i?｢�平成元年1月23日 

～昭和63年6月18日 ���[ﾙ�ﾈﾋ9D��ﾈ�#)?｢�一平成元年3月31日 

刀　無銘　志　　　　　　津 �8���k9l���躪������������,2�刀無銘　志　　　　　　津 

刀無銘　直　江　志　津 �8���k9l���+ﾈ��ﾕﾘ��躪��,2�刀　無銘　直　江　志　津 

刀　　銘　濃州赤坂住兼元 �8�����l���Eｨ�)�Hﾞ(�ﾉ8ﾋ2�刀　　銘　濃州赤坂住兼元 

太刀銘　兼　　　　　　光 �8���k9l���+ﾈ��ﾕﾘ��躪��,2�刀　　銘　兼　　　　　　元 

脇指銘　二　王　清　美 �%ｨ��8�l���ﾉ8������������eｲ�短刀銘　兼　　　　　　房 

脇指銘　近江守藤原継広 �8�����l���ｭh���ｻx荿��eｲ�刀　　銘　関住若狭守氏房 

短刀銘　兼　　　　　　直 ���8�l���ﾉ8������������ﾏR�刀　　銘　丹　波　守　吉　道 

槍　　銘　相模守藤原政常 ��H����l����ｩlﾘ菇:�ﾋI�ﾘ�ﾒ�脇指銘　丹　波　守　吉　道 

（2）書画コーナー

幕末に活躍した恵那郡付知町の画人三尾暁峰（1798－1876）の作品「百職人の図」「菊の山道」

の2点を昭和63年9月26日から平成元年3月31日まで展示した。

（3）スタディ・コーナー

動物・植物・地学の各分野毎に輪番で、学芸

活動のさ、やかな発表の場として、トピック的

な問題をとりあげたり、小さなテーマを設定し

たりして、学習コーナーとして活用しながら資

料を紹介している。
「石や土で作った道具」……………3月－4月

私たちの祖先は、遠い昔から石を毎日の暮ら

しに利用してきた。石とそれで作った道具につ

いて紹介。

「県内の魚たち」……………………5月－6月

最近見られるようになったカマキリ（アユカ

ケ）を含めて、県内に分布する魚を液浸標本、

剥製で紹介。
「アザミの仲間」………‥・…………7月～8月

昭和63年3月に新種として発表されたヒダキ

セルアザミを含めて、県内に生育するアザミの

種類と分布を紹介。
「ふるさとの岩石・・…・火成岩」……9月～10月

岐阜県は種々の岩石が分布することで有名で

ある。そのうちの火成岩を紹介。

－14－

「秋に鳴く虫の仲間」…・・・・・………・11月～12月

古くから日本人に親しまれている秋に鳴く虫

（コオロギ、スズムシ、キリギリス等）と、そ

の仲間（バッタ、ガマキI）等）を紹介。

「ドングリの仲間」…………………1月－2月

ナラ、カシ類のドングリの種類を実と標本で

展示すると同時に、ドングリを使った遊びを紹

介。
「．！、るさとの岩石……変成岩」……3月－4月

県内に分布する変成岩を、熟を受けて変化し

た接触変成岩グループと、熱と圧力を受けて変

化した広域変成岩に分けて紹介。



〔特　別　展〕

（1）ふるさとの湿原　一守ろうノ貴重な生物－

4月27日㈹～6月19日（日）

乗法地方の丘陵地の谷筋には、天然の湧水に

恵まれた大小さまざまの湿原がある。そこには、

ヒメタイコウチ・ヒメヒカケ・ニホンアカジマ

ワンカなどの昆虫、ミカワバイケイソウ・ミカ

ワシオガマなどの植物がみられる。
一方、飛騨山間部のブナ林帯の凹地など水に

恵まれたところには、低層湿原から高層湿原ま

でみられる。そこには、ルリボシャンマ・カオ

ジロトンボ・ネクイハムシなどの昆虫が生息し、

ポロムイソウ・ヒメシャクナゲなどの植物が生

育している。

このような湿原にみられる動植物は、私たち

の日を楽しませてくれるばかりでなく、学術上

も非常に貴重をものである。このような湿原が

乱獲、開発で消えつつあるので、歴史的価値を

再確認すると同時に、自然環境の保護に関する

教育の一助となることを意図とした。

く展示内容〉

I　歴史を語る湿原

1．県内の湿原の分布と生い立ち

県内の主な湿原の分布は、飛騨地方と東涯地

方にかたよっている。

これらの湿原の特徴

を、植物、両生類、昆虫

などによって展示した。

湿原の生い立ちにつ

いては、比較的よく調

査されている郡上郡高

鷲村蛭ヶ野の高層湿原

をとりあげ、解説展示

した。
▲岐阜県の主な温原の分布

●●●●∴∴ ∴→∴ 綴懸潮間闇蘭画聞醒 　ま弼田園SS距離SSS問謹 ∴ ∴∴∴ ＼援製麺接 ��　潔響 子∴∴∴「： 整瀦藷露＼幾， 

：＝村上∴圧 

蒸 ∴∴ ��ｨ���m�� 

繁雄 �� �������������������
∴子l∴「∴ �� ���Y�H�霾價��

2．湿原にとり残された生物

氷河時代の遺存種として、飛騨地方の湿原で

は、ミズバショウ、ホロムイソウ、ヒメシャク

ナゲ等を展示し、東涯地方については、ミカワ

バイケイソウ、シラタマホシクサ、シデコブシ、

ヒメタイコウチなどを展示した。

II　湿原の生物

・湿原を代表する植物

リュウキンカ、キンバイゾウ、キセルアザミ、

ワタスゲ、ミズギク、サワシロギク、ニッコウ

キスゲ、サギソウ、トキソウ、スイラン、ミズ

ゴケなどを標本、写真、分布図で展示解説した。

・湿原の昆虫

ヒラタネクイハムシ、キヌツヤミズクサハム

シ、カオジロトンボ、ハッチョウトンボ、サラ

サヤンマ、ヒメシジミ、ヒメヒカゲ、ヒメキス

などを標本、写真、すみ分け図で展示解説した。
・湿原を訪れる哺乳動物

クマ、アカネズミ、ヒメネズミ、ノウサギの

標本と活動のあとの写真を展示した。
・湿原で生きるために

モウセンゴケ、インモチソウ、ミミカキグサ、

タヌキモ、ヤチスズ、エゾスズ等をとりあげて、

生きるための工夫を解説した。

III　湿原の保護

湿原はく　踏み付けや乱獲、乱開発等の人為的

な行為に非常な敏感な自然環境である。そこに

生きる生物も環境の変化に非常に弱い。

私たちは、このぎりぎりの生命しか育んでい

ない湿原を後世へ残すために、長期的な展望に

たって、湿原だけでなく、湿原をとりまく環境

全体の保全を考えていく必要を強調した。

′： ������������������������������������������������ﾈ�����������������

「∴ 亳8戊ﾇx�������������

∴　∴●： ���������y~ﾂ�
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（2）中山道一美濃十六宿

7月13日㈱一9月15日㈲

中山道は江戸と京都を結ぶ官道として、東海

道とともに近世における代表的街道であった。

美濃国における中山道は“中山道美濃十六宿〟

の言葉が残るように、十六の宿場が設けられた。

宿場には、本陣・脇本陣や旅範が整備され、荷

物を輸送する問屋も設けられ、美濃の重要幹線

道路としての役割を果たした。

また中山道を経由して、東西の文物は多くの

脇街道によって美濃地方の産業や文化を高めて

きた。

本記念展では、美濃十六宿を中心とした中山

道の歴史や、大名や庶民の旅のようす、中山道

を中心とした美濃の文化など、街道の紹介と街

道の果たした役割を総合的に展示紹介すること

を考えた。

く展示構成の概要〉

展示は、I、中山道と美濃十六宿、を導入部

とし、II、歴史の道、III、街道と旅、Ⅳ、中山

道と美濃の文化、の4つのコーナーで構成した。

中山道と美濃十六宿では、中山道全体を浮世

絵「木曽街道六拾九次（安藤広重・池田英泉画）」

で紹介し、美濃十六宿を「中山道分間延絵図（国

重要文化財）」で紹介し、全体の導入部とした。

美濃十六宿分については、浮世絵と絵図を重ね

あわせることにより往時のようすをよみがえら

せようとした。

美濃国は交通の要地であり、東西の接点とし

て重要な役割を演じてきた。歴史の道では、近

世の中山道につらなる古代の東山道に設置され

た近江国境の不破関跡の出土品や、続日本紀の

記述にみられる信濃国境の神坂峠出土の祭配達

∴ ��

＼諒／＼ 
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物を中心に展示し、美濃国を東西に貫く歴史の

道としての東山道から中山道への変遷を紹介し

た。

街道と旅では、ア．宿場、ィ．問屋場、ウ．

本陣・脇本陣、工．大通行（大名行列・姫行列）

才，庶民の旅（旅籠・旅すがた・飛脚・日野商

人）の5つのサブコーナーに分け宿駅の機能と

街道を往還した人びとの姿を紹介した。特に大

通行の大名行列では、加賀前田公使用の大名旅

道具、信州上田松平公の大名行列飾武具、また、

姫行列では皇女和宮の遺品および降嫁にかかわ

る資料を展示しえたことは本展の成果のひとつ

であった。さらに、大名使用の旅道具と庶民の

旅道具との対比、姫君使用の乗物と庶民使用の

山駕籠・辻駕籠とを対比させることにより、当

時の社会のしくみの一端を紹介した。

中山道と美濃の文化では、ア．芭蕉と美濃の

俳譜、ィ．頼山陽と美濃の漢詩、ウ．南画の美

工．美濃の蘭学、才．「夜明け前」と東渡の国

学、カ．人形浄瑠璃の6つのサブコーナーに分

け、東西文化の接点として美濃地方で育まれた

文物を紹介した。

く開運事業〉

○講演会　　　　　　7月31日（H）

講師　元岐阜県歴史資料館長　　太田三郎氏

演題　「街道を支えた人々」

○講演会　　　　　　9月11日（日）

講師　奈良教育大学教授　　　　赤井達郎氏

演題　「中山道と美濃の文化」

○県博日曜講座

8月28日（日）「参勤交代」

9月15日㈲　「美濃における河川交通と

産業」



（3）中生代の化石
一日本列島が大陸であったころ－

10月12日㈱ト11月27日（日）

現在地球上には、何百万種もの生物が生きて

いる。これらの生物は、今から35億年もの昔に

発生した極めて下等な生物が、その後の長い年

月の中で進化し、種々の生物に分化してきた。

しかし、長い地球の歴史の中では、急激な気候

変動などの環境に適応できずに絶滅していった

数多くの生物がいた。

中生代とは、いまから2億5000万年前から6500

万年前までの時代をいい、恐竜やアンモナイト

が大繁栄した時代である。これらの生物が中生

代の終わりに突如絶滅したことは、生存できな

い急激な環境の変化があったことを物語ってい

る。

化石は、古い時代の生物の歴史を解き明かす
“カギ〟　であるとともに陸地の形成過程を解明

する物証となる。

今回の特別展は、中生代の化石を紹介すると

ともに、化石を通して解明されつつある中生代

の日本列島の歴史についても解説した。

200点におよぶ展示資料を通して、来館者が化

石について理解を深めるとともに、ふるさとの

大地の成り立ちについて考える機会にもなった

と思う。また、期間中の2回の特別展講演会が、

それぞれ100名を超す参加者であったことは、ぎ

ふ中部未来博の恐竜“山東竜〟　に多くの人々が

関心を示したことも含めて、人々の化石に対す

る興味・関心の高いことを物語っている。

く展示内容〉

1．化石とは

このコーナーでは、三葉虫、珪化木などを展

示し、化石とはどんなものかを紹介するととも

に、「生きている化石」のいくつかを紹介し、

化石に対する興味関心を持たせるようにした。

2．中生代の化石

アンモナイトなど、中生代のおもな化石を展

示するとともに、日本で発見された恐竜の歯や

官の化石を展示し、当時の日本には恐竜が生き

ていたことを紹介した。

3．手取湖の時代

手取層群中より産出した動植物化石を展示し

当時の堆積域の変遷や植物景観を紹介した。ま

た、手取層群中から発見された恐竜の歯や足跡

を展示し、湖周辺に恐竜のいたことを紹介した。

4．植物化石からみた中生代の様子

三畳紀後期からジュラ紀前期の日本で産出し

た植物化石を展示するとともに、領有型植物化

石を展示し、手取型植物化石と比較しつつ、そ

の関連について紹介した。

5．日本列島が大陸の連続であった証拠

淡水性の化石、恐竜の足跡、オルソコーツア

イト礫を展示し、中生代には手取層群堆積域（飛

騨帯）が大陸の連続であったことを紹介すると

ともに、美濃帯との関連について解説した。ま

た、中央にシーラカンスの模型を展示した。

〈関連事業〉

1．講演会

・期日　10月30日（日）

演題　「化石からみた岐阜県」

講師　名古屋大学教授　糸魚川淳二氏
・期日　11月20日（日）

演題　「中生代の化石」

講師　化石友の会会員　中島　公一氏

2．県博日曜講座

・期日　10月23日（日）

主題　「化石を調べよう」　当館学芸員

∴；． 

際＼＼＼／＼＼昌　一：闘 
匪／∴／＼　　　　　　　　誓嗣 

繍　　　　／闘病囲騒※ 

＼羨＼） 　∴∴∴　　：　∴∴ 
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〔資料紹介展〕

（1）民具－農具のうつりかあり

12月13日（周一1月29日（日）

当館が収蔵している民俗資料は、約1，400点を

数える。すべて県民の皆様かちのご寄贈による

資料の集積である。今回の資料紹介展では、こ

れらのなかから、米づくりにかかわる農具を中

心に展示紹介した。原則として、収蔵資料のみ

で展示構成を試みたが、欠くべからざる資料数

点と、農具理解にはもってこいの軸10点は信用

して展示した。

く展示構成〉

ィ．米とわたしたちのくらし

導入として、米とわたしたちのくらしとのか

かわりを紹介した。

○食卓にのぼるごほんを、白米、玄米、籾

イネまでさかのぼる。

○現代の米づくりの一年

写真パネルにより、現代の機械化され

た米づくりを紹介。協力ー鵜飼五六氏

○江戸時代の米づくりの一年

「四季農耕図」借用一古田甲子雄氏

口．農具のうつりかわI）

米づくりの一年を、春の田おこしから秋の収

穫・調整まで、時間をおって展示。また、麦づ

くりの道具、藁製品とワラ加工用の道具もあわ

せ紹介した。なお、展示ケースにおさまりきら

ない大型農具はフロアー展示とした。

（1）田おこし・代かき、　鍬と鋤と翠

（2）濯漑・田植　　　　　水車と苗等

（3）除草・害虫防除　　　雁爪・オカメ

（4）収穫　　　　　　　　　石包丁・鎌

（5）脱穀　　　　　　　　コバン・千歯
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（6）調整　　　　　　　　箕・唐箕・千石

（7）運搬　　　　　　　　　田舟・大八車

（8）藁製品　　　　　　　ワラジ・ミノ

（9）麦づくりの農具　　　麦まき機

農具を並べた奥の壁面に、『岐阜県農具図』

を3巻ずつ展示し、農具の理解につとめた。こ

の図は明治10年代の県下の農具を1／20のスケー

ルで約250点を描いたものである。岐阜県歴史資

料館より9巻を借用し、展示替えをし好評であ

った。

ハ．米アレコレ

まとめとして、米・藁のさまざまな加工品を

並べ、イネの多様な利用法を紹介した。

今回の資料紹介を企画するなかで、寛政12年
・天保11年記銘のトオンを確認できたこと、お

よび、この展示期間中に、除草機・稲刈機（熊

沢敬二氏）、田舟・大八車（須田正治氏）の寄贈

を受けたことは、大きな収穫であった。

また、アンケートの回答のなかで、農具の名

前、使用時期等につき貴重な意見が寄せられた。

これからも、収蔵庫内の資料を死蔵させない

企画を考えていきたい。

く関連事業〉

○県博日曜講座　1月15日㈲

「農具のうつりかわり」

○日曜映写会　　　毎日曜日

「農具のうつりかおり」スライド35コマ

○配布資料　小冊子　B5、16頁　1000部

『民具－農具のうつりかわり』

○アンケート

小冊子にとじこみ、B5、1枚のアンケー

トを実施し、30通の意見を得た。
簾駆 

議書臆園田睡繕 　．∴∴： 　　∴∴ ∴ 

、醒露悪話題翳 



（2）人里の動物
－身近な動物に目を向けよう－

2月11日はト3月31日（錨

最近、家の近くでタヌキをみかけるとか、餌

づけされたタヌキの話を耳にする。それは、豊

富な餌を求めて、人里へ姿をみせるようになっ

たためで、畑の作物や残飯がタヌキを引き寄せ

ているようである。

このタヌキのように人里の動物と人間社会と

のかかわりは大きなものがある。中には、人間

の暮らしが動物たちに影響を与え生物間のバラ

ンスを変化させるまでになっている地域もみら

れる。

今回の資料紹介展では、豪の中、田畑、家の

近くの雑木林など私たちの生活と深いかかわり

のある場所で生息している動物の姿と人とのか

かわりを紹介した。展示を通して私たちの身近

な動物を理解し、ふるさとの自然を理解する一

助となることを意図した。

く展示内容〉

次の5コーナーに分けて、館蔵資料122種（457

点）、パネル23枚、写真32枚を展示した。

1．ホ二ュウ類

人里を好むホニュウ動物として、キツネ、タ

ヌキ、イタチなどの中型ホニュウ動物からアカ

ネズミ、ヒミズなどの小型ホニュウ動物までを

展示した。そして、これら多くの動物たちが、

人家近くで精一杯生きている姿を剥製、パネル、

写真で紹介した。また、人と動物とのかかわり

にスポットをあて、帰化動物や家ネズミのすみ

分けのエピソードをとりあげ紹介した。

2．鳥類

人里によくみられる鳥、人とかかわりの深い

○○SSS○：∴．言　∴　∴Tl∴∴葛「二°‾∴「： 
＼／＼☆儲 �ｨ�ｵ6ﾘx�xH�����УX�8���h������������ｧ們x�����

驚；＼詳言∴闇聞 問題掃問題器駆巡／／） 
一／紫＼ 

」∴ 

∴∴　　　　　　　　　1 

鳥、最近かおりつつある町の烏といったテーマ

で、キジバト、トビ、ヒヨドリ、ムクドリ、ハ

シボソガラスなど21種33点の剥製を展示した。

人間社会とのつながりを写真、パネルでわかり

やすく解説した。

3．ハチュウ類、両生類

このコーナーでは、信仰や伝承で昔から私た

ちになじみ深いヘビの仲間、トカゲの仲間、カ

エルの仲間を液浸標本20種と骨格標本などで紹

介した。特にヘビの仲間では、今年はヘビ年と

いうことから県内でみられる8種のうち6種の

標本を展示するとともに、白ヘビ信仰を本など

で展示解説した。

4．軟体動物、多足類

ごく身近にみられる動物として、このコーナ

ーを設けた。標本は、ヤステ＼ムカデ＼クモ、

ナメクジ、カゲノムリの仲間である。

才力ダンゴムシとセグロコンビロダンゴムシ

の生息分布が、都市化による環境変化を知る手

かかりになることを紹介した。

5．昆虫類

人里でみられる身近な昆虫として、カマキリ、

ゴキブリ、トンボ、チョウ、ハチ、セミ、甲虫

の仲間を展示した。

昆虫もやはり人間社会と深くかかおりながら

生きていることをゴキブリの変遷、アシナガバ

チ頬の都市化による生息分布の変化、最近珍し

くなった昆虫（オオムラサキ、タガメ、ゲンゴ

ロウ、タイコウチ）などで紹介し、自然保護の

大切さを強調した。

く関連事業〉

3月5日に県博日曜講座で「人里の動物」を

実施した。
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〔その他の展示〕

（1）館蔵資料紹介「金華山塊」

人文展示室2郷土のやさものコーナーで、3

点の金華山燐を常設展示しているが、岐阜県博

物館で保管している39点の金華山燐の中から25

点を選び一括紹介をした。展示期間・場所・資

料名は次のようである。
・展示期間

昭和63年7月13日㈱－9月15日㈲

・展示場所

二階図書資料室横廊下・立ケース8個使用
・展示資料

番号 倬�������{�������kﾂ�大き∴∴さ （高さ）×（巾） 儖X����������ﾖﾂ�

1 �ﾈ��飃��､x��(8�援��7×12．5 ��Xｾ�揶�(�h揵Kｸﾅ靼�2�

2 �+y|y�ﾈ畔飃､y�ﾙ(9���5×12．5 薄ﾂ�

3 �(8�������������������7×11．5 ��Xｾ�揶�(ﾘ�8�b�

4 ��10×　8．5 ��YU8ｼ��hﾘ�2�

5 佰ﾈ������WH�塗ｷ��｢�7．5×　9．0 ��Y�xﾜ��h,ﾈﾘ�2�

6 ��7．0×12．5 ��Y�xﾜ��h,ﾈﾘ�2�

7 �(8���������添(X�｢�5．5×　8．0 ��

8 ����������������Jｲ�9．5×18．5 ��Y�xﾜ顏冽��il��

9 ��4．5×10．0 ��Y�xﾜ��hﾘ�2�

10 偬H��mﾘ��ﾉｨ���R�7．0×14．0 ��Y�xﾜ��hﾘ�2�

11 佰ﾈ������WH�塗ｷ��｢�6．0×　7．5 ��Y�xﾜ��hﾘ�2�

12 �;�����������������y��13．0×　7．0 ��Xｾ�ｧ伜(�hﾘ�2�

13 �;�������y���)gｸ�｢�14．0×　8．0 ��Xｾ�揶�(�h揵Kｸﾅ靼�2�

14 ����������������萪�5．5×18．0 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

15 �(8�����������������9．0×11．0 ��X企�Y;��il��

16 薄ﾂ�8．0×13．0 ��Xｾ�揶�(*H揵Kｸﾅ靼�2�

17 牝��7．5×11．5 ��Xｾ�揶�(�il��

18 粕��7．5×12．0 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

19 佩H��gｸ��(8�����6．5×11．0 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

20 ��7．2・7．0 ��YuﾙG伜(�h桟ﾉ]��

21 傅ﾈ����蒭��������hr�10．0 ��Xｾ�揶�(�h揵Kｸﾅ靼�2�

22 丶x��WH��(8�����8．0×10．5 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

23 ��7．5×13．0 ��Xｾ�揶�(�h�X企�X�hﾘ�2�

24 ��H､y�Xﾔ8�俚yWH�｢�14．0×11．0 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

25 �(9?ﾈ.ｨ���ｸ杞ﾛyWH�｢�7．0×　8．0 ��Xｾ�揶�(�hﾘ�2�

（2）新館蔵資料紹介「海産貝類」

和歌山市の会社員の方から、岐阜県は海辺か

ら離れたところにあって貝に触れる機会が少な

いので、長年採集した海産貝類を活用していた

だきたいと寄贈の申し出があった。

和歌山近海を主体とした1000種ほどの海産貝

類である。
・展示期間

平成元年1月10日（周一4月9日（日）

・展示場所

二階図書資料室横廊下、立ケース4個使用

・展示資料の一部

目 ��� 

原始腹足 �� 

キザゴなど 

中　腹　足 �7H��5x��68��4ｸ��42� 

タ　マ　ガ　イ ��

トウカムリガイ ��

新　腹　足 �486x7ﾘ4ﾈ7ﾈ8�� 

エ　ゾ　パ　イ ��

アク　キ　ガ　イ ��

タケノコガイ ��

ウグイスガイ �4X��7���4ﾘ4�4ｸ42�ウミキタカイ 

イ　タ　ヤ　ガ　イ ��

イなど 

ハマユウガイ ��

：● ��∴∴　　∴ �� �>Y�ｹ/x�����

∵「 

姦／湊 �� �*ﾘ*ﾘ���ﾈ����6�8�������������ｨ�����
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〔調査研究・資料収集活動〕
一自然部91－

動物分野

◎白山の調査及び資料収集

大白Iiiを中心に白山束斜面を調査し、そこで

みられる動物の調査及び資料収集を行った。

〈収集した主な標本〉

トガリネズミ、スミスネズミ、ヒメネズミ、

アカネズミ、ハクサンマイマイ、ペニヒカケ、

クモマペニヒカゲ、ヒメシジミ、ハクサンクロ

ナガオサムシ、チビマルクビゴミムシ、ハクサ

ンヒメハナカミキリ、シコクヒメコブハナカミ

キリ、エゾトラカミキリ、カンボウトラカミキ

i上　ハネナガクモマヒナバッタなど。

◎旧徳山村の調査及び資料収集

前年度に引き続き旧徳山村の小動物及び昆虫

の調査、資料収集を行った。3か年の調査研究

の終了する本年度末には、『I日徳山村地域動植物

調査報告書』に発表。

◎乗鞍岳の昆虫調査

乗鞍岳高山帯の昆虫類の調査、資料収集を行

った。調査結果の一部を研究報告書に発表。

◎県内鳥類調査

県内で見られる鳥類の生態調査を行い、鳥類

のスライド30点を収蔵した。

植物分野

◎白山植物分布調査及び資料収集

ワリ谷、白水湖周辺、大倉山一弥陀ヶ原の植

生調査を行った。資料収集は主に大倉山付近ま

でとし、ブナ林及びブナ林床下の植物の生熊写

真に重点を置いた。

◎旧徳山村調査及び資料収集

3か年計画の最終年度にあたり、冠峠、冠山

を中心に植物分布の調査及び資料収集を行った。

現在まで当館学芸員により収集収蔵されてい

る標本を調査すると同時に、他機関に収蔵され

ている標本の調査研究を行い、その成果を『旧徳

山村地域動植物調査報告書』に発表。

◎帰化植物調査

美濃地区の帰化植物資料収集を行った。『岐阜

県帰化植物目録』（1987）以降、新たに県内帰化

が確認された一部を研究報告書に発表。

◎北アルプス植物調査

笠ヶ岳植物調査の補充及び白山高山帯との比

較調査のため実施したが、悪天候で十分な調査

ができなかった。

◎木曽川水生植物資料収集

羽島郡笠松町木曽Iiiトンボ池の水生植物につ

いて調査と資料収集を行った。

地学分野

⑨大野郡荘川村尾上郷の中生代白亜紀手取層辞

の化石調査及び収集

この地域の植物化石の調査は、木村達明東京

学芸大学教授らの指導により以前から実施して

きた。最近、石川県・福井県のこの手取層群中

より恐竜の歯・骨・足跡の化石が発見された。

特別展「中生代の化石」の資料収集もかね、

本年度は動物化石についての調査、収集を行っ

た。浜田陸士東京大学教授の指導で、8月21日

－23日に実施し、動物化石77点を収集した。

⑨白山の自然調査

白山の自然の調査の1年目として、白山山系

の稜線部に存在する池の成因についての調査を

計画した。予定した池の調査は、地形が険しく

当初の目的は達成できなかった。しかし、その

調査池への途中で地形的に興味ある事象を発見

し調査を行った。この結果は、来年度以降実施

する池の成因調査の上で重要な手かかりとなる。

本年度の成果は、鹿野勘次、杉山政広両氏との

共同研究として研究報告書に発表。

◎旧徳山村磯谷地区の礫岩層の調査

磯谷地区の調査は、昨年度の予備調査の結果

をふまえて、源流付近に分布する礫岩層と、中

流部の枝沢に存在する石炭層について調査を行

った。今後詳しく調査する必要がある。

▲化石の採集
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分　野 亊��������������������劍妤����w��寄　　託 佗b�
実　　物 兒������ｲ�移管・自作 その他 弍��������>��H�｢�

動　　　　　物 �#��3鉄b�16 ��cB�（16，579） ��R�0 �3��3�S��

植　　　　　物 ����3SC"�35 �����（6，300） ���0 ����3scr�

岩石・鉱物 ���3涛R�5 都2�（516） �#��3 �(�3�澱�

化　　　　　石 ���3�3��31 �#��（1，068） 鼎r�46 �(�3�sB�

そ　　の　　他 鉄��22 ��c��（16） ���0 �#C��

計 鼎H�3C���109 田�R�（24，479） 塔"�49 鼎X�333b�

資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　　　名 

ヒ　　　ミ　　　ズ 鳴�加藤　寿朗 

ヒ　　　ミ　　　ズ ���亀山　力造 

ヒ　ミ　ズ　他 �"�中野　　築 

ア　ラ　イ　グマ �"�椙浦　敬一 

ボンドタヌキ 鳴�大沢　真美 

ポンドタヌ　キ ���小山内　勤 

ポンドタヌキ ���長尾　久夫 

ポンドタヌ　キ ���猿渡　　鎮 

ポンドタヌ　キ ���後藤　　明 

ポンドタヌキ ���佐藤　佳子 

ポンドタヌキ ���水谷　　治 

ポンドタヌ　キ ���今井　稚巳 

コウベモグラ ���宮崎　　惇 

ヌ　ート　リ　ア ���小石　文夫 

ヌ　ート　リ　ア ���井藤　修正 

ハ　ク　ビ　シ　ン ���市村　幹三 

ポンドイ　タチ ���伊佐治要衝 

ボンドイ　タチ ���成瀬　亮司 

ア　ナ　グ　マ ���酒向　保一 

ポンドキツネ ���千葉　克彦 

ポンドキツネ ���金森　昭至 

ム　サ　サ　ビ 鳴�梶浦　敬一 

イ　ノシシ（仔） 途�天池　　正 

ホンシュワジカ �"�田口　幹夫 

ニ　ホ　ン　サ　ル ���蒲　　丈夫 

ヤ　マ　ン　ギ 鳴�石崎　大介 

ヤ　マ　ン　ギ ���伊奈波 県事務所 

ハ　イ　タ　カ 鳴�青山　　潔 

ス　　　ズ　　メ ���大竹　志保 

ス　　　ズ　　メ �"�山田　良司 
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資　料　名 �5��B�芳　　　名 

ト　ラ　ツ　グ　ミ 鳴�小林すみゑ 

ト　ラ　ツ　グ　ミ ���荒井　　浩 

ツ　　グ　　ミ 鳴�石原　麻紀 

ルリ　ピ　タ　キ ���亀山　力造 

キレンジャク ���坪内　清三 

ミ　　　サ　　ゴ ���伊奈　波 県事務所 

カ　ワ　ラ　ヒ　ワ ���中島　自大 土屋正二勝 

ム　ク　ド　リ ���宮崎　　惇 

アブラコウモリ ���宮崎　　惇 

アプラコウモi） ���古田　幸枝 

カ　ワ　セ　ミ ���平野　友重 

キ　セ　キ　レ　イ ���武井　　薫 

ジョウピタキ他 釘�吉川　銃型 

ヒ　ク　イ　ナ ���大塚　之稔 

ア　オ　ゲ　ラ 鳴�小林　靖明 

ア　オ　ゲ　ラ 鳴�平野　友重 

ニ　ホ　ン　キ　ジ ���岩原　由光 

キ　ジ　バ　ト ���石川みえこ 

ハシブトガラス ���郡　　貞治 

カ　　　　　　　モ 鳴�今津　好行 

2 ��:����y��

日本産チョウ他 ��c��西村　正賞 

タ　イ　産　昆虫 都���西村　正賞 

ア　ユ　カ　ケ 鳴�後藤　和晴 

ア　ユ　カ　ケ �2�中田　手元 

カ　　　ジ　　　カ ���後藤　和晴 

ウ　キ　ゴリ　他 ����後藤正・富子 

タ　モ　ロ　コ　他 涛��高木　浩一 

テ　ィ　ラ　ピ　ア �3��中野　　築 

海　　ガ　　メ ���今津　好行 

資　料　名 �5��B�芳　　　名 

海　　ガ　　メ ���伊藤　福男 

海　　産　　貝 冩��和歌山市 
1000 ��������蹴�

ヤ　マ　カ　ガ　シ 鳴�渡辺　政光 

カゲロウソデガイ他 澱�宮崎　　惇 

オオサンショウウオ ���金古　弘之 

トウキョウサンショウウオ ���松井　清高 

ヤ　　モ　　i） ���亀山　幸子 

ヤド　カリ　他 �"�河野　秀哉 

ズアカムカデ ���森　　忠司 

クチヒロカイマン ���堀　　敏之 

ハナレミジン ヤマタニシ �2�大垣内　宏 

植　物　標　本 ������二村　延夫 

キダチコンギク他 �#R�広田　艶子 

植　物　標　本 �#���加藤　　茂 

中生代植物化石 �3��木村　達明 

フズリナ化石他 ��r�種蔵　泰一 

フズi）ナ化石 鳴�宮崎　　惇 

砂　　　　　鉄 �"�5��ｸ5��成木　一彦 

魚　の　化　石 ���広江　　華 

マンモスの牙 ���野中　八郎 



一人文部門－

分　野 亊������������������劍妤��w��寄　託 佗b�実　物 兒����ｲ�その他 ��弍����｢�

考　　　　　　古 ���3塔r�166 鉄"�1，791 田���186 �(�3涛"�

歴　　　　　　　史 ���3�cB�31 ��#"�1，051 �#r�152 ���33澱�

民　　　　　　俗 ���3塔��2 湯�1，989 �#�2�19 �(�3#3"�

美　術・工　芸 �##R�17 �3r�170 �#s��1，156 ���3s�b�

そ　　　の　　　他 ���0 ���0 ���1 ���

計 店�3#cR�216 �##��5，001 ���3��"�1，514 嶋�33#r�

複製には模型・ジオラマを含む（平成元年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　　名 倬���怦��kﾂ�点数 囘h����kﾂ�資　料　名 �5��B�芳　　名 

馬　　　　　　　鞍 ���亀井　鉄治 �ｨ��6ﾈ��7ﾘ��5��1 仞���脂u��白��ｹ69�8���白��ﾘ曵W�&｢�白�白�白�白�[ﾙ69*ﾈﾚ�Oiiﾉ*ﾂ�ワラ細工宝船 �2�亀　山　輝雄 

大　　礼　　　服 �ｨ��村井　由一 �ｨ������7ﾘ��5��1 凵Y縄 II II II II II II II II II II II II II ���県庁・長森老人会 

未来博特別記念入場券 �2�沢村　育栄 �68��������������1 剴"�後藤　由美子 

レ　　　　ーく　　　／レ ���高島　利次 ��X��Jｨ��棈��捶���B�1 剴��角　竹　　　弘 

藁　　神　　　輿 ���本巣町本会町内会 冕)x羽韃������1 剴��足　立　正行 

鎌倉踊　り　ポ　ロ �"�揖斐郡坂内村Ii止 ��X��棈��餽��鍈�1 剴"�岩　原　和　男 

カ　　ラ　　グ　ワ ���大野克彦 II II II II II 熊沢敬二 II II 川瀬善忠 冏闔ｨ拮��,ﾉF��1 剴��北　川　邦　王 

サ　キ　　グ　ワ ���冏���耳��ﾇﾘ����懌�1 剴��ダット　マス 

カマス（モミ用） �"�冑8����������m��2束 剴��サークル（◎ 

カマス（肥料用） �"�俑�Ohﾛhｶ9+x��{��35 剴��㈲　油　　　信 

浄　瑠　璃　本 �������ｨ��ｵ8,ﾈ脾�34 侘968��菇&｢����森　電　機 

浄　瑠　璃　用　祥 �ｨ�����ｨ��ｵ8,ﾈ脾�2 �傚�����"����喫茶ハーフ＆ハーフ 

稲　　　刈　　　機 鳴����68ﾝXｩ���,ﾉ'ﾂ�4 ��Ynﾉ*ﾈ�8侍ｾb�澱�大　野　仁　久 

草　　　取　　　機 ����9ｸ��ｩ���,ﾈ��'ﾂ�35 ��Y�ｹ;��魎��"�三田村照明 

竹　皮　ワ　ラ　ジ �"��68,ﾉ��*�+ｸ,�*b�1 兀餾H��ﾏi[b�釘�今井　太郎 

アイロン他古民具 �3���8(����������jR�1 俛�ﾏX���8ﾔr�

2　新収蔵資料紹介

・山駕範

庶民の乗物として道中や山道で用いられたも

ので、竹で円く編んだ底に、丸竹を釣り手とし、

網代の屋根を掛けただけの駕寵。かつて箱根越

えに用いたものを複製したものである。

3．調査研究

考古分野
・平成元年春の特別展「濃飛の古墳時代」にむ

けての調査研究。図録として発表。

歴史分野
“中山道展開催後の継続研究として「和宮降嫁

と美濃の宿駅」を調査研究報告に発表。

美術・工芸分野
・常設展充実にむけて調査し、「幕末の画人三尾

暁峰とその門下生」を調査研究報告に発表。

民俗分野

・「美濃の民俗一岐阜県博物館民俗分野の研究

課題」を調査研究報告に発表。

県下年中行事の調査と資料収集。
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〔教育普及活動〕

本年度も、例年通り地道に教育普及活動に努

めた。

広報については、本年度は、県内はもちろん

県外への資料配布箇所も増やし、催しものの新

聞PRも強化した。1989年の県民手帳の毎月の

写真にも当館資料が掲載され、雑誌等への情報

提供機会も増えている。今のところ、社会全体

2．移動展

の情報量が大幅に増加しており、目に見えるよ

うな成果は上がっていないが、さらに魅力的な

企画を打ち出し、より人々の耳目にとまるよう

PRに努めたい。

催しものについては、特別展講演会や新しい

試みの写生会などが好評で、参加者人数が増加

している。今後も企画に工夫をこらしたい。

「ふるさとの植物・動物たち」というテーマ

で、本巣郡の根尾村・真正町で実施した。展示

資料は、昨年度と同じく動物・植物・昆虫・魚

である。

○根尾村文化センター　7．27㈹一8．7（日）

・入場者数　　　　　約700人

・ふるさと教室　7．27㈹「ふる里の植物」

7．28休）「ぶる里の動物と魚」

○真正中央公民館　　　8．10㈱ト8．22（月）

・入場者数　　　　　約1，308人

・ふるさと教室　8．12（鈎「ふるさとの植物」

8．18㈱「ふるさとの昆虫」

両会場とも、ふだんなかなか見られない植物

の標本や動物のはく製を見て、子どもたちは好

奇の目を輝かしていた。また、真正会場の、夜間

野外で虫を採集した昆虫教室は好評であった。

他館での展示会、研究会、学校での教材等に貸出した主な資料。

〈人文〉

○岐阜市歴史博物館（5．24－7．9）

・十六銅鐸　　　　　1口

○大垣市歴史民俗資料館

“十六銅鐸　　　　　1日（7．15－9．22）

・円満寺古墳出土　　　　（9．16－11．26）

三角縁渡文帯三神三獣鏡等　3両

○羽島市役所（7．23－8．26）

・円空仏堂観音立像　1体

01988世界人形フェスティバル

○埼玉県立博物館（10．18－12．9）

・円空仏堂観音立像他　2体

〈自然〉

○各務原市歴史民俗資料館（6．17－7．25）

・ノウサギ、ポンドイタチ、ヌートリア、

キツネ、タヌキ、アナグマ等　7点

○神奈Iii県立博物館（7．5－9．21）

・アライグマ、ヌートリア、

チョウセンイタチ、ポンドイタチ、

ヌートリア頭骨等　　　　　　6点

（名古屋市教育委員会）（7．25－8．6）　○郡上県事務所（7．13－7．25）
・粟津文楽人形等　15点

○岐阜県陶磁資料館（9．20－元3．31）

・青織部燭台等　　　2点

4．博物館実習生指導（7月31日－8月7日）

・オシドリ、バン等　　　　　　3点

○神戸町中央公民館（9．10－10．24）

・湿原の植物及び昆虫　　　　　200点

岐阜女子大学の学生2名、日本大学の学生l

名、橘女子大学の学生1名、都留文科大学の学

生1名の計5名を実習指導した。
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5．昭和63年度　刊行物一覧

名　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�版・頁 兀H���B�備　　考 

岐阜県博物館だより　第35号 田8�CH�C��B5　4頁 �(�3S��� 

ll　　　　　第36号 田8�Cx�C��II　　　II 粕��白�

II　　　　　第37号 田8�C���C��II　　　II 

岐阜県博物館報　　　第11号 田8�CH�C��B5　31頁 ���3S��� 

岐阜県博物館調査研究報告　第10号 侏8�C8�C3��B5　52頁 都S��

昭和63年度岐阜県博物館催しもの案内 田8�CH�C��B4表裏 B3表 B5115頁 �#X�3�������3����S���

i日徳山村地域動植物調査報告書 侏8�C8�C3��

特別展図録・パンフレット 　ふるさとの湿原（パンフレット） 田8�CH�C#r�A5　15頁 ��(�3����（友の会増刷） 600 

中山道一美濃十六宿（図録） 田8�Cx�C�2�B5　65頁 田���

中生代の化石（パンフレット） 田8�C���C�"�B5　10頁 ��h�3����

特別展ポスター・リーフレット・ちらし 　ふるさとの湿原（ポスター） 田8�CH�C��B2 ���3���� 

II　　（ちらし） 田8�CH�C��B5 店�3����

中山道一美濃十六宿（ポスター） 田8�Ch�CB�B2 ���3S���

′I　　　（ちらし） 田8�Ch�CB�B5 �8�3����

′′　　　（リーフレット） 田8�Cx�C���B5 嶋�3����

中生代の化石（ポスター） 田8�C��C#��B2 ���3����

II　　（ちらし） 田8�C��C#��B5 店�3����

資料紹介展パンフレット 　民具一農具のうつりかあり（パンフ） 田8�C�(�C�2�B5　16頁 ���3���� 

人里の動物（パンフレット） 侏8�C(�C���B5　14頁 �(�3#���

図書資料室では約17，000冊の本を開架式で一

般来館者の利用に供している。購入による資料

収集の他に、他館との資料交換、寄贈等により

年々その図書は充実してきている。

本年度の特筆すべき寄贈図書として、岐阜県

7．視聴覚資料

教育委員会文化課から移管された全国の埋蔵文

化財調査報告書（4，172冊）と、岐阜県博物館友

の会からの「ふるさと日本列島」（仝8巻）・

「読売年鑑1989」がある。図書利用希望の方は

図書資料室職員にお申し出ください。

本年度も郷土学習室ビデオスタディコーナー

でビデオ放映を行った。また、団体来館者など

に講堂・研修室で16mmフイルム・スライドなど

の上映を行った。

また、当館紹介の16mmフイルムが9年ぶりに

8．特別展期間中の来館者へのアンケート

再撮影され、「わたしたちの岐阜県博物館」の題

で8月から団体入館者などに上映した。

寄贈資料として徳川美術館からの「徳川美術

館」（16mm・ビデオ）、笠松町からの「かさまつ

100年－そして未来へ」（ビデオ）がある。

中部未来博’88記念展「中山道一美濃十六宿」

開催中（8／28－9／15）と特別展「中生代の化石」

開催中（10／12－11／25）に、来館者対象に、来館

のきっかけ・当館見学の感想についてのアンケ

ート調査を行った。530人から回答を得、多くの

貴重な示唆を受けることができた。
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕
（昭和63年4月1日一

平成元年3月31日）

〔博物館関係〕

国立民族学博物館

国立歴史民俗博物館

国立科学博物館、附属自然植物園

国立国際美術館

東京国立博物館

東京国立近代美術館

京都国立博物館

憲政記念館

岐阜県美術館

岐阜県歴史資料館

岐阜県立図書館

岐阜市科学館

岐阜市歴史博物館

各務原市歴史民俗資料館

内藤くすり記念博物館

羽島市歴史民俗資料館

大垣城郷土博物館

大垣市郷土館

大垣市歴史民俗資料館

瑞浪陶磁資料館

瑞浪市化石博物館

高山市郷土館

飛騨自然博物館

飛騨・北アルプス自然文化センター

アイヌ民俗博物館

釧路市立博物館

小樽市博物館

札幌芸鮪の森

滝川市美術自然史館

苫小牧市博物館

根室市博物館開設準備室

ひがし大雪博物館

北海道開拓記念館

北海道開拓の村

穂別町立博物館

青森県立郷土館
八戸市博物館

岩手県立農業博物館

岩手県立博物館

仙台市博物館

仙台市歴史民俗資料館

東北陶磁文化館

東北歴史資料館

盟寵神社博物館

秋田県立博物館

秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館

山形県立博物館

会津民俗館

政道博物館

福島県立博物館

福島高見童文化センター

茨城県近代美術館
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茨城県歴史館
土浦市博物館

日立市郷土博物館

栃木県立博物館

小山市立博物館

群馬県立近代美術館

群馬県立歴史博物館

浦和市郷土博物館

埼玉県立さきたま資料館

埼玉県立自然史博物館

埼玉県立博物館

埼玉県立民俗文化センター

埼玉県立歴史資料館

上田市立郷土博物館

市立市川考古博物館

君津市立久留里城址資料館

館山市立博物館

千葉県立安房博物館

千葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立総高博物館

千葉県立房総のむら

千葉県立房総風土記の丘

千葉市加営利貝塚博物館

船橋市郷土資料館

足立区立郷土博物館

大田区立郷土博物館

家具の博物館

紙の博物館

サントリー美術館

品川区立品川歴史館

渋谷区立松清美衝館

立川市立歴史民俗資料館

たばこと塩の博物館

東京都高尾自然科学館
八王子市立郷土資料館

府中市郷土の森

福生市郷土資料室

町田市立博物館

明薬資料館

郵政省逓信博物館

国学院大学文学部考古学資料室

国際基督教大学博物館

湯浅八郎記念館

東京農業大学農業資料室

明治大学商品陳列館

神奈川県立博物館

神奈川県立自然保護センター

神奈川県立会沢文庫
Iii崎市青年科学館

IiI崎市産業文化会館

茅ヶ崎市文化資料館

根岸競馬記念公苑馬の博物館

箱根町立大涌谷自然科学館

平塚市博物館

船の科学館

横須賀市自然博物館・人文博物館

横須賀市美術館開設準備室

横浜海洋科学博物館

長岡市立科学博物館

新潟県美術博物館

冨山市科学文化センター

石川県白山自然保護センター

石川県立美術館

石川県立歴史博物館

小松市立博物館

福井県立博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

福井市立郷土自然科学博物館

福井市立郷土歴史博物館

山梨県立考古博物館

山梨県立美術館

飯田市美術館

上田市立博物館

大町山岳博物館

信濃町立野尻湖博物館

長野市立博物館

松本市立博物館

上原仏教美術館

静岡市立登呂博物館

東海大学海洋科学博物館

東海大学自然史博物館

沼津市明治史料館

沼津市歴史民俗資料館

浜松市博物館

富士市立博物館

愛知県陶磁資料館

愛知県文化会館

熱田神宮宝物館
一宮市博物館

伊良湖自然科学博物館

杉本美術館

瀬戸市歴史民俗資料館

豊橋市自然史博物館

豊橋市地下資源館

豊橋市美術博物館

日本モンキーセンター

名古屋市博物館

名古屋市科学館

名古屋大学総合研究資料館

南山大学人類学博物館

半田市立博物館

博物館明治村

尾西市歴史民俗資料館

三好町立歴史民俗資料館
i）トルワールド

海の博物館

桑名市博物館

神宮徴古館

真珠博物館

藤原岳自然科学館

三重県立博物館



滋賀県立近江風土記の丘資料館

滋賀県立琵琶湖文化館

市立長浜城歴史博物館

彦根城博物館

京都市考古資料館

京都府立総合資料館

京都市丹後郷土資料館

大阪市立博物館

大阪市立自然史博物館

大阪市立東洋陶磁美術館

大阪市立電気科学館

大阪人権資料館

堺市博物館

束大阪市立郷土博物館

伊丹市立博物館

神戸市立博物館

辰馬考古資料館

兵庫県立歴史博物館

天理大学附属天理参考館

奈良県立美術館

奈良県立民俗博物館

大和文筆館

和歌山県立自然博物館

和歌山県立博物館

和歌山市立博物館

鳥取県立博物館

岡山県立美術館

岡山市立オリエント美術館

倉敷市立自然史博物館

津山郷土博物館

津山洋学資料館

備前長船博物館

厳島神社宝物館

新市町立歴史民俗資料館

日本はさもの博物館

広島県立歴史民俗資料館

広島市安佐動物公園

秋吉台科学博物館

山口県立博物館

徳島県博物館

愛媛県立博物館

瀬戸内海歴史民俗資料館

松山市立子規記念博物館

北九州市立考古博物館

北九州市立自然史博物館

北九州市児童文化科学館

鞍手町歴史民俗資料館

福岡市博物館建設準備室

佐賀県立博物館
長崎県立美術博物館

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資

料館

別府大学附属博物館

宮崎県総合博物館

鹿児島県立博物館

鹿児島県歴史資料センター黎明館

鹿児島市立美術館

〔博物館協会〕
日本博物館協会

全日本博物館学会

全国科学博物館協議会

埼玉県博物館連絡協議会

静岡県博物館協会

広島市動物園協会

〔役所関係〕

羽島市役所

関市役所

可児市役所

土岐市役所

中津lii市役所

川島町役場

平田町役場

関ヶ原町役場

谷汲村役場

春日村役場

高富町役場

大和町役場

和良村役場

御嵩町役場

岩村町役場

萩原町役場

古川町役場

岐阜市民会館

岐阜市文化センター

大垣市文化会館

美濃加茂市文化会館

多治見市文化会館
Iil島町民会館

〔教育委員会関係〕
岐阜県教育委員会

岐阜県教育センター

岐阜県同和教育協議会

岐阜県教育委員会文化課

岐阜県小中学校校長会

岐阜県PTA連合会

岐阜市教育委員会

大垣市教育委員会

関市教育委員会

美濃加茂市教育委貝会

可児市教育委貝会

多治見市教育委員会

高山市教育委員会

北方町教育委員会

巣南町教育委員会

洞戸村教育委貝会

大和町教育委貝会

白鳥町教育委貝会

和良村教育委員会

岩村町教育委員会

小坂町教育委員会

古川町教育委員会

北海道教育委員会

佐野市教育委員会

神奈川県教育委員会
相模原市教育委貝会

東京都教育委員会

大島町教育委貝会

新島本村教育委員会

葛飾区教育委員会

世田谷区教育委員会

韮崎市教育委員会

安城市教育委貝会

稲沢市教育委員会

岡崎市教育委員会

春日井市教育委員会

幸田町教育委貝会

佐屋町教育委員会

名古屋市教育委員会
三好町教育委貝会

三重県教育委員会

亀山市教育委員会

四日市市教育委員会

尼崎市教育委員会

泉佐野市教育委員会

西紀、丹南町教育委員会

豊中市教育委員会

橿原市教育委員会

和歌山県教育委貝会

松山市教育委員会

長崎県教育委員会

〔学校関係〕

岐阜市立藍IiI中学校

岐山高等学校

岐阜第一女子高等学校

羽島高等学校

不破高等学校

関商工高等学校

郡上高等学校

郡上北高等学校

加茂高等学校

高校地理研究会

岐阜県高等学校理科助手研究会

岐阜県高等学校生物教育研究会

岐阜県高等学校定時制・通信制教育

研究会

岐阜大学教育学部

岐阜女子短期大学

岐阜経済大学地域経済研究所

聖徳学園短期大学

東海女子大学

群馬県高等学校教育研究会生物部会

図書館情報大学

お茶の水女子大学学芸員課程

学習院
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国学院大学博物館学研究室
日本大学文理学部自然科学研究所

明治大学学芸員課程

信州大学人文学部比較文化論研究室

静岡大学理学部地球科学教室

愛知大学文学会

市郎学園短期大学人文科学研究室

名古屋経済大学・市郎学園短期大学

自然科学研究会

名古屋大学文学部美学美術史研究室

同志社大学博物館学芸員課程

彿教大学歴史研究所

関西大学考古学等資料室

島根大学山陰地域研究総合センター

山口大学人文学部比較文化論研究室

〔研究機関、出版社、その他〕

奈良国立文化財研究所一飛鳥資料館

国立教育会館社会教育研究所

宮内庁書陵部

宮内庁正倉院事務所

文化庁

極楽寺宗教文化研究所

禅宗地方吏調査会

北縮図北見文化センター

青森県埋蔵文化財センター

東京都埋蔵文化財センター

神奈IIi県埋蔵文化財センター

静岡県埋蔵文化財諦査研究所

滋賀県埋蔵文化財センター

福岡市埋蔵文化財センター

帝塚山考古学研究所

広島県革戸手軒町遺跡調査研究所

葛飾城址調査会

東海地理研究会

東レ科学振興財団

京都服飾文化振興財団

行動と文化研究会

滋賀民俗学会

民具製作技術保存会

日本環境協会

平岡環境科学研究所

活断層研究会

地質調査所

日本美生研究会

東京貝類同好会
日本イヌワシ研究会

三重動物学会

観光資源保護財団

名”古屋営林局

名古屋植物防疫所

京都市文化観光局

黒川古文化研究所

国国会

古代学協会

多摩市文化振興財団
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日展

日本美術刀剣保存会

美術倶楽部

ポーラ伝統文化振興財団

ポーラ文化研究所

横浜市美術振興財団

徳島県企画調整部文化の森建設事務

局

岐阜県観光連盟

岐阜県企画部統計課

岐阜県郷土資料研究会

岐阜県公害研究所

岐阜県工業技術センター

岐阜県工業試験場

岐阜県工芸試験場

岐阜県昆虫同好会

岐阜県昆虫分布研究会

岐阜県情報処理教育センター

岐阜県植物研究会

岐阜県水産試験場

岐阜県デザイン振興会

岐阜県農業技術教育センター

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県哺乳動物調査研究会

岐阜県歴史資料保存会

日本野鳥の会岐阜県支部

日本野鳥の会岐阜支部ヒダブロック

事務局

御嶽少年自然の家
土岐少年自然の家

伊自良青少年の家

関ヶ原青少年自然の家

岐阜県文化財保護協会

養老町文化財保護協会

揖斐谷の自然と歴史と文化を語る集
しヽ

郡上史談会

地域社会研究会

束氏文化顕彰会

中山道加納宿文化保存会

美濃民俗文化の会

飛騨郷土学会

書道心画慌

飛騨高山博　高山市イベント実行委

員会

霊山顕彰会
日本の竹を守る会岐阜支部

日本生命財団

中信美術奨励基金

愛石界

銀座長州屋

能平製作所

埼玉会館

サントリー株式会社

西武ピサ

七十七銀行

建設省多治見工事事務所

垂井日之出印刷所

岐阜新聞社

岐阜新聞社中波総局

月刊西美波力が街社

北白川書房
TAPタウン情報ぎふ

ほっちばっち出版部

ぴあ株式会社

東京書籍株式会社

岩波書店

啓林館

東京美術

日本美術出版

文一総合出版

芸術新聞社

日本美術刀剣新聞社

海外学人日刊社

今日郵政月刊社

〔個　人〕

安藤　賢三

石円　錐一

小野木三郎

片山　一郎

加藤　勝利

加藤　　進

亀山　喜三

粥川　雅弘

北村　正行

干賀　重義

玉井　武博

中村　若枝

花ヶ前盛明

福田　節郎

藤吉　　稔

前田喜四雄

前田　保夫

松田　岩夫

間宮　光治

丸山幸太郎
宮崎　憲二

宮崎　　惇



〔利用状況〕

1．入館者数

今年度は、入館者総数60，018人、前年

に比べ約10％の減少で、ぎふ中部未来博

の影響が大きかった。

また、開館日数は298日であり、1日平

均の入館者は201人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は4月27日で

1，708人を数えた。

団体入館者をみると、213団体19，561人

で入館者総数の約33％にのぼり、月別で

は10月が最も多く、団体入館者総数の約

34％を占めている。

これを県内、県外別にみると、県内が

139団体11，879人で全体の約61％を占め、

県外では愛知県が圧倒的に多く、71団体

7，552人で全体の約39％を占めている。

特別展期間中の入館者数は右表の

とおりであり、入館者総数40，444人

1日平均281人であった。これは入館

者総数の約67％にあたり、特別展へ

の関心の高さがうかがえる。

月 傅ﾉ(i�b�高大生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ��?ｩ�B�1日 平均 

4 ��ﾂ�人 ��ﾂ�人 �?｢�人 

2，310 ���3C3B�2，933 塗�3csr�26 �#Sr�

5 �8�3S�b�1，363 滴�3S3��9，407 �#b�362 

6 塔s��70 �(�3�C��2，998 �#��150 

7 塔�B�160 �(�3CSr�3，421 �#r�127 

8 ���3�#b�218 �(�3����4，862 �#b�187 

9 都�2�105 �(�3ンR�3，713 �#b�143 

10 度�33c��695 �8�3鼎2�11，998 �#b�461 

11 �8�3C���421 �8�3c#2�7，455 �#b�287 

12 �#���36 鉄途�923 �#"�42 

l �3�"�46 ���3�#��1，549 �#2�67 

2 都釘�60 ���3鼎"�2，796 �#2�122 

3 ���3S3"�167 �(�3S#��4，219 �#r�156 

計 �#8�3��r�4，775 �3��3C3b�60，018 �#唐�201 

特　別　展　名 弍ｨ����ｭB�小中生 （人） 俘)�Y�b����ﾈ�｢�一般 （人） 佗b����ﾈ�｢�

ふるさ　との湿原 滴�C#x�ﾆ塗�C���5，127 �(�33CR�7，137 ��H�3c���

中山道一美濃十六宿 度�C�8�ﾈ����C�R�2，893 �33r�6，476 祷�3s�b�

中生代の化石 ��8，828 ���3�cR�6，236 ��h�3�#��

合　　　　　計 �16，848 �8�3sCr�19，849 鼎��3CCB�

2．施設利用者

今年度の講堂及び研修室の利用者は次のとお

りであった。

4．24　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

5．31岐阜県教科研究会武儀郡・美濃市支部

6．11岐阜県中学校技術・家庭科研究部会

6．28　関市中・中・高校長会研修会

7．10　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

7．19　滋賀県蒲生郡日野町立中央公民館

「近江商人塾」

7．29　美濃加茂市教育委員会

「夏休み子供講座」

8．9　山県郡小学校理科研究部会

8．18　岐阜県中学校理科研究部会

8．28　美濃文化財研究会

9．1　岐阜県青少年指導主事研修会

9．4　山県郡小学校長会

9．25　岐阜県哺乳動物調査研究会

9．28　岐阜県中学校社会科研究会

美濃市・武儀郡合同教科研究会

10．13　美濃教育事務所

（小中学校新採教員研修会）

10．16　森林生態研究会

11．13　東海化石趣味の会

11．18　山県郡校長会研修会

11．19　中濃地区生物教育研修会

11．20　日本美術刀剣保存協会岐阜県支部

12．25　笠松町中央公民館

「笠松親子ウインター特別教室」

1．14　羽島郡中学校理科教科研究部会

2．25　岐阜県中学校技術・家庭科研究部会

3．29　自治研修所（新採職員研修）
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〔博物館関係団体〕

（1）岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携の

もとに、社会教育の建全な推進と文化の向上に

寄与すること」を目的に、昭和41年に設立され

た。公開講座（年4回）、機関紙（季刊）、会員研

修会（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の

目的に沿うべ〈努力している。

平成元年3月現在、会員館園は100、個人会員

23名、会長以下主な役員は次のとおり。

会長一蒔田浩（岐阜市長）　副会長一平田吾

郎・青木允夫・森崎利光　理事長一松本五三

協会事務局は岐阜県博物館内になる。

（2）岐阜県博物館友の会
「博物館事業の普及を図るとともに、会員相

互の教養を高め、親睦を図ること」をめざして

発足した友の会にとって、63年度は創立5周年

という記念の年であった。その活動をぶりかえ

ると、次の飛躍への足固めの年でもあった。

まず会員数は344名と、初めて300名台となり、

前年度より51名の大幅増加であった。年齢構成

は50－60歳代が多く、実年世代の強い学習意欲

を感じる。生涯学習の場として友の会の進むべ

き道を示している。

主催事業のうち、研修の旅は日帰り3回、l

泊2日1回の計4回を企画、実施した。前年度

並みの回数・規模だが、参加人員は増える傾向

をみせた。今後もこのペースを崩さず、‘‘仲間

とともに学ぶ楽しさ’’を十分体験できる内容に

していきたい。

「博物館事業の普及を図る」という目的につ

いては、前年度同様、研修の旅のなかに、県博

物館の特別展見学を組み入れて実施したが、さ

らに検討して実効をあげるべく努めている。

財政基盤の整備のため、前年度から導入した

後援会員制度は2年目を迎え、県内の企業、団

体などのご理解を賜り、初年度以上の成果をあ

げることができた。資料等の作成頒布事業はミ

ュージアム・ショップの拡充とあわせて推進す

るよう努力している。

会の運営については、会員による自主的な運

営という点で、研究課題となっている。
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▼京都御所承明門前で説明を聴く会員

◎昭和63年度友の会の事業

〈会　議〉

総会4．17　　役員会4．2

〈研修の旅、他館見学〉

・歴史探訪（宝暦治水）　5．15　　41名参加

・　同　　（豊蔵記念館）7．17　　51名参加

・　同　　（京都御所）10．23－24　46名参加

・　同　　（壬申の乱）　3．12　　41名参加

・県美術館見学　　　　　8．13　　11名参加

〈友の会報発行〉

・第15号　　　4．1　　　500部　A5

・第16号　　　7．1　　　500部　A5

・第17号　　10．1　　　500部　A5

＝創立5周年記念特集号二

・第18号　　1．1　　　500部　A5　6貫

く資料等の作成頒布〉

・未来博記念展図録

「中山道一美濃十六宿」　　　600部

・絵はがき　「中山道」「ギフチョウ」

・「展示案内」「ひるがの」「飛騨の匠」

「ふるさとの祭り」等

〈その他〉

・写生会、親子教室等共催事業14回

・会員助成（入館料補助）

・県博物館へ図書寄贈

・創立5周年記念品の作成配布

◎昭和63年度友の会役員

会　長　熊田光久

副会長　長屋一男　国光澄夫　廣田照夫

森崎利光

⑥昭和63年度予算
一般会計　968，109円　　特別会計1，030，544円
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Ⅳ　利　用　案　内

・開館時間　　4月1日ト10月31日　　　9時ト16時30分

11月1日ト3月31日　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

・入　館　料　　（）内は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(�������������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �#��苓�鼎��苓�｢�150円（300円） 

高校・大学生 ����苓��#��苓�｢�50円（100円） 

小・中学生 鉄�苓�����苓�｢�30円（60円） 

※団体で利用していただく場合には、下見においでください。

解説資料・利用案内等をさしあげ、館内をご案内します。

・休　館　日　　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜翌年1月4日）

・駐　車　場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金……普通（軽）自動車　200円、バス　500円

・交　　　通　　名鉄美濃町線　小屋名下車　徒歩約15分

岐阜バス　　　小屋名下車　徒歩約15分

自家用車ご利用の場合は百年公園北口からお入りください。

郡上／「幡

王 　精 　∴∴「 小屋竜　馬　　N 

大垣。，1書芸　脚韻　開削　① 

東浦道本線 　岐阜羽島 剿ｼ �X��ﾎﾙ7弍"�

一部 

持し∴∴∴（） 　犬上亘iC 恨阜羽畠iC ��鉄 も 古 ��R41 　m看 

屋 本 � �##������������������������������������ﾘ��ﾊ又2�

線 � 冖�ﾋH������ﾊ(�(����Xr�

一宮 儚ZZ　　　　　　　　　　　　自 　　　　　　　　　　　　　動 
車 道 

一宮iC　　　　　　　　　　江南 

（）　　　　　東　名　高　速　道　　　　　　（） 

1　　　　　　　　　8小牧JCS　／」帆C 

古屋　　　　　　　　　　　東海道新幹線 

〒50年32　岐阜県関南小屋名（岐阜県百年公園内）℡（0575）28－3111（代表）
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